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ほ
と
ん
ど
の
商
業
施
設
や
公
共
施
設

に
は
、
施
設
の
出
入
り
口
の
近
く
に
車

い
す
使
用
者
用
の
た
め
の
駐
車
ス
ペ
ー

ス
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
る
日
曜
の
午
後
、
近
く
の
ス
ー
パ

ー
へ
車
で
出
掛
け
ま
し
た
。

　

駐
車
場
は
満
車
状
態
で
、
ず
い
ぶ
ん

待
っ
て
、
や
っ
と
駐
車
す
る
こ
と
が
で

き
、
車
を
降
り
て
出
入
り
口
に
向
か
い

ま
し
た
。

　

出
入
り
口
横
に
は
車
い
す
利
用
者
用

駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
そ
こ
に
一
台

の
自
動
車
が
停
ま
っ

て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
車
内
の
ル
ー

ム
ミ
ラ
ー
に
何
か
プ

レ
ー
ト
の
よ
う
な
も

の
が
吊
る
さ
れ
て
い

る
の
が
見
え
ま
し
た
。

　

何
と
な
く
プ
レ
ー

ト
が
気
に
な
り
、「
何

だ
ろ
う
」
と
見
る
と

プ
レ
ー
ト
に
は
「
お

も
い
や
り
駐
車
場
利

用
証
」「
三
重
県
」

の
文
字
と
イ
ラ
ス
ト
が
緑
で
書
か
れ
て

い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ま
で
気
付

か
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
車
い
す
マ
ー

ク
が
描
か
れ
た
ス
ペ
ー
ス
の
脇
に
、「
お

も
い
や
り
駐
車
場
」
と
書
か
れ
た
札
が

立
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
に
は「
歩
行
困
難
者
用
駐
車
場
」

と
あ
り
、「
三
重
お
も
い
や
り
駐
車
場

利
用
証
を
お
持
ち
の
人
が
利
用
で
き
ま

す
」
と
添
え
書
き
が
あ
り
ま
し
た
。

　

帰
宅
後
、
三
重
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
見
る
と
、「
三
重
お
も
い
や
り
駐
車

場
利
用
制
度
」
の
趣
旨
と
し
て
、「
歩

行
が
困
難
な
人
の
外
出
を
支
援
し
、
社

会
参
加
を
促
進

す
る
た
め
、
車

い
す
使
用
者
用

駐
車
区
画
な
ど

を
利
用
で
き
る
人
を
明
確
に
し
、
こ
の

駐
車
場
を
必
要
と
す
る
人
が
利
用
し
や

す
く
な
る
こ
と
を
目
指
す
」
と
あ
り
ま

し
た
。「
利
用
証
」
は
、「
歩
行
が
困
難

な
人
」
が
申
請
し
て
交
付
を
受
け
、
お

も
い
や
り
駐
車
場
の
利
用
時
に
は
、
周

囲
か
ら
一
目
で
わ
か
る
よ
う
に
掲
示
す

る
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

わ
た
し
は
説
明
を

読
ん
で
、
趣
旨
に
は

賛
同
し
つ
つ
も
、
何

か
も
や
も
や
し
た
も

の
を
感
じ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
の
背
景

に
は
、
歩
行
が
困
難

な
皆
さ
ん
の
た
め
に

設
置
し
た
駐
車
場
に

歩
行
に
支
障
が
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
ち
ょ
っ
と
の
間
だ

か
ら
」「
雨
が
降
っ
て
い
る
か
ら
」
と

軽
い
気
持
ち
で
駐
車
す
る
人
が
あ
り
、

本
当
に
必
要
と
す
る
人
が
利
用
で
き
な

い
実
態
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
歩

行
が
困
難
な
人
が
窓
口
に
出
向
い
て
申

請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
、「
本

人
の
責
任
で
は
な
い
の
に
」
と
理
不
尽

さ
を
感
じ
た
の
で
す
。

　

わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
相
手

の
立
場
に
自
分
を
置
く
想
像
力
を
持
つ

こ
と
で
、す
べ
て
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
、

プ
レ
ー
ト
な
し
で
利
用
で
き
る
「
お
も

い
や
り
駐
車
場
」
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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10‐2号掲載『総合防災訓練に集った市民の防災力』について　 ▼身近な人達が力を合わせられる町づくりが非常に大事だと感じました。  
▼防災訓練に参加しましたが、まだまだ地区の皆さんの危機意識が低いかなと思えました。　▼訓練などへは積極的に参加しようと思います。広報メールサポーターから…

読者の声

　商工経済室   63‐7824
【イオン名張店3階】 11月11月リバーナホール催物リバーナホール催物

■西山壽一写真展
日時　11月2日土～4日▢休 午前10時～午後6
時（最終日は5時まで）  主催　西山 壽一

■第5回油絵を親しむ仲間
日時　11月8日金～10日日 午前10時～
午後5時（最終日は4時まで）

主催　油絵を親しむ仲間
■第5回和人形二

ににん

人展「語
かたり

」
日時　11月15日金～17日日 午前10時～
午後6時（最終日は4時まで）

主催　和人形二人会
■第9回ひだまりキルト展
日時　11月22日金～24日日 午前10時～
午後5時（最終日は4時まで）

主催　ひだまりキルトサークル
■名張市美術作家協会「秋季展」
日時　11月28日木～12月1日日 午前10時
～午後6時（初日は正午から、最終日は
5時まで）　主催　名張市美術作家協会

開館時間　午前9時 
 30分～午後5時

※日・月曜日、祝日（月
曜日が祝日のときは翌日
休館）、年末年始は休館
▼はじめて広場 11月8日
金 午前10時30分～
  対象　「かがやき」を利
用したことがない人
▼親子で遊ぼう  11月28日木…企画ママ・
パパによる「まつぼっくりで遊ぼう♪パラ
シュート」、11月30日土…「風船で作っ
て遊ぼう」　※いずれも午前10時45分～
 こども支援センターかがやき

　　（桔梗が丘西 3）　 67‐0250

こども支援センター かがやき催物

    窪 正晴くん
   （桔梗が丘西）

か
が
や
き

か
が
や
き

    
    

大
好
き
！

大
好
き
！

「
お
も
い
や
り
駐
車
場
」

「
お
も
い
や
り
駐
車
場
」

11月は「労働保険適用促進強化期間」
労働保険の加入手続きはお済みですか

　労働保険（「労災保険」と「雇用保険」）
は、政府が管理・運営している強制的な保険で
す。農林水産業の一部を除き、労働者を一人で
も雇用している事業主は必ず加入することが法
律で定められています。
　詳しくは、電話でお問い合わせください。

 三重労働局総務部労働保険徴収室
　  059‐226‐2100

11 月 1日は計量記念日です

　計量は国民生活のあらゆる分野の基盤で
す。三重県計量協会名張支部は、はかりや体
温計の販売修理業者や趣旨に賛同いただける
人を会員として計量法に基づいた適正な計量
の普及に努めています。 ※随時、会員募集中

 三重県計量協会名張支部事務局（商工経済
室内）　  63‐7824

関西医科大学市民公開講座「子ど
ものすこやかな発達を支援する」

　子どものすこやかな発達を支援するために
発達障害について学びませんか。
日時　11月24日日 午後1時30分～4時
場所　子どもセンター（百合が丘西5）
▼基調講演　
　テーマ　「発達に心配のある子どもの理解」
　講師　石崎 優子さん（関西医科大学小児発

達支援講座准教授）
▼パネルフォーラム
　テーマ　「子どものすこやかな発達のために」
　出演者　稲持 英樹さん（名賀医師会理事）、

石崎 優子さん、保護者代表、教育関係者、
療育関係者　

　コーディネーター　小林 穂高さん（名張市立
病院小児心身症専門医）

◎参加無料。申込不要。託児あり（先着10人。
生後6ヵ月～小学3年生を対象。10月31日木
申込開始）。手話通訳・要約筆記あり

 子ども発達支援センター　  62‐1088

　平成26年1月から、事業所得、不動産所得や
山林所得が生じる業務を行うすべての人が、記
帳・帳簿などの保存制度の対象となります。
　下記会場で、白色事業所得者の記帳につい
ての説明会を実施します。
▼武道交流館いきいき（蔵持町里）
日時　11月14日木 午前10時～正午
▼ハイトピア伊賀5階学習室（伊賀市上野丸之内）
日時　11月14日木 午後7時～9時 
主催　伊賀青色申告会
▼県伊賀庁舎3階中会議室（伊賀市四十九町）
日時　11月19日火 午後1時30分～3時30分・
20日水 午前10時～正午

 上野税務署個人課税第一部門　  21‐0289  

税務署からのお知らせ
「白色申告者の記帳説明会」

　夫やパートナーからの暴力、職場などでの
セクシュアルハラスメント、ストーカー行為
など女性の人権に関するさまざまな問題につ
いての相談を電話でお受けします。相談は無
料で、秘密は厳守します。
受付時間　午前8時30分～午後7時　※土・日
曜日は午前10時～午後5時

相談員　津地方法務局職員または人権擁護委員

女性の人権ホットライン
 0570‐070‐810

 津地方法務局人権擁護課
　  059‐228‐4193

11 月 18日月～ 24日日は
全国一斉「女性の人権ホット
ライン」強化週間

（ゼロナナゼロ のハートライン）


